
平成３１年度 港区立南山幼稚園経営計画 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

短期的目標と具体的方策（今年度の取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の健やかな成長と幸せのため、 

幼児・保護者・地域・教師がともに豊かな学びを創り出す幼稚園 

 

幼稚園教育要領 

港区教育ビジョン 

港区学校教育推進計画 

港区幼児教育振興アクションプログラム 

目指す幼稚園像 

自分でよく考え、主体的に行動し、豊かに学ぶ教師 

   

目指す教師像 

 

・３年保育の指導計画の見直し

と改善 

・全教員で全幼児の理解を図り

チームで幼児を支える 

・日々の保育と週日案を通じて

個人記録、個人面談や学級懇

談会の充実 

・翻訳タブレット、外国人を補

助する保護者の活用、自身の

英語力の向上で全幼児とのコ

ミュニケーションの充実 

・オリンピック・パラリンピッ

ク教育を通じて、運動遊びの

充実、外国人との交流、日本

の伝統文化に親しむ等を南山

の特色を生かした取組の定着 

社会に開かれた教育課程 

【教育内容】 

中期的経営目標と方策（平成３１年度〜令和３年度） 

（１）「げんきな子 よくかんがえる子 なかよくする子」を目指した３年間の幼稚園教育を着実

な実践と教育活動の充実 

（２）園舎・園庭・校庭の施設・設備の安全面・防犯面の改善と、教育環境の充実 

（３）南山の教育を創造し、幼児の成長に喜びを感じ、教職に携わる誇りと責任、情熱をもって教

育にあたる教職員組織の確立 

（４）家庭・地域・幼稚園の信頼関係の確立と地域の公立幼稚園としての存在意義の定着 

 

・指導計画や「家庭で大切

にしたいことハンドブッ

ク」を活用し、学期ごと

に評価 

・異年齢、小・中学生、高

校生、商店街など人とか

かわる機会を意図的・計

画的に設定 

・道徳性の芽生えに関する

指導計画の活用 

・PDCA を着実に実践し、振

り返りの時間の確保と翌

日の保育の準備の時間の

確保 

・小学校校庭や体育館を活

用した運動遊びの内容の

充実、教材の開発 

・六本木高校の畑や校庭の

活用 

幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿を見通した教育活動の充実 

【教育内容】  

・定期的なホームページの

更新、月の便りの行事予定

の一部英語版の作成 

・保護者会や懇談会、個人

面談、PTA活動を通して、

幼児の育ちをタブレット

や掲示物などで発信 

・商店街の方と味噌造り、

こいのぼりや七夕飾りの

お願い、高齢者とのかか

わりなど、園と地域との

かかわりの継続 

・都立六本木高校との連携

による自然との関わりの

充実 

・未就園児の会（こばとク

ラブ）や預かり保育（ス

マイルキッズ）、PTAの円

滑な運営 

・確実で効率よい予算執行 

保護者から信頼され、地域に愛

される魅力ある幼稚園づくり

【家庭・地域】 
 

・職員室の美化意識の向上、

週１回のクリーンアップ

タイム、事務整理の改善 

・用務主事、副校長、小学

校教務主任との打ち合わ

せや連絡を徹底 

・安全点検と安全指導の徹

底 

安全・安心で魅力的な教育環境の

整備【施設・設備】 

 

・働き方の意識を変え、午

後７時までの退勤、毎週

水曜日は午後６時前の退

勤を目標 

・「見える化」で園務分掌

を計画的に遂行する力の

向上 

・服務規律の遵守（学期始

めと月１回） 

・研修・研究の充実 

互いに高め合う教員の醸成  

【教職員】 

教育目標 
○げんきな子 

○よくかんがえる子 

○なかよくする子 

幼稚園教育要領 

幼児の実態 

保護者の願い 

地域（麻布十番）の要請 

一人ひとりの幼児の心

に寄り添い、指導力の

向上のため、努力し続

ける教師 

 

自分で考え、

主体的に行

動する教師 
失敗を恐れずに

挑戦する教師 

互いに実践を語

り合い、学び合

い、高め合える

教師 

保護者・地域

から信頼さ

れる教師 


